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むかしこどもだった心やさしいあなたへ

　白き狼（中）
　　　　　　かぐや姫幻想譜
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　大津宮が焼け落ち、僅かに立ち登っていた煙さえ消ると、造麻呂は少しづつ正気を取り戻した。我に帰ったとき、自分は敵を前にして逃げたのだ、と激しく恥じた。彼は人の目に触れたくなかった。山から山へ方角も分らず渡り歩いた。日が経っても戦わずして逃亡した罪の意識は少しも薄れなかった。小鳥や兎をとらえ、あるいは木の実を含んで飢えをしのぎ、谷川に喉をうるおしているうちに、朝晩の寒さが身にしみるようになってきた。
 彼が徐々に南へ向ったのは、次第に深くなる秋のせいだったが、風の冷さが古里を恋しく思い起させたのかもしれない。飛鳥の地へ少しでも近い所へ、彼は引かれるようにして進んだ。仮に家や僅かばかりの田畑が無事であったにしろ、敵前逃亡者の彼には帰るべき家はなかった。彼は小倉山の山中に小さな庵を結び、冬仕度を始めた。
 その地を選んだのは、幾何学的な均衡が、彼の心理に作用したからかもしれない。十市皇女の名となった十市の地は、耳成山の北に拡る豊かな土地である。十市と飛鳥古京と、そして彼の庵を結ぶと、ほぼ正三角形の各頂点をなしている。彼の心理機構は、そこに落ち着きを見出したのであろう。
　彼は入合いの谷へ入って竹を取り、それを箕などに作って暮した。口に糊するほどの貧しい生活が始った。忠実な猟犬は、主人を失い自然の中へ放り出された。が、野望の火は根こそぎに消えてしまっていたし、日々の生活に不自由はあっても、さほどの不満は感じなかった。

　変化といえば、彼が年よりも遥かに老けこんだことだった。生気を失った表情は、四十才とは思われない老人のものだった。

　壬申の乱によって、かつて朝廷で勢力を張っていた有力豪族がことごとく没落した。僅かに残ったのは、天武に味方し将軍として活躍したとその甥、阿倍の一族のであった。あとは、功のあった者といえば、かって天武の舎人だったものが殆どで、冠位を与えようにも自ら限度があったから、所領を与えることで報いた。天皇の身辺は綺麗に掃除されて、権カの全ては天武一人に集中した。
　天武持統朝を通じて、太政大臣も左右大臣も置かれなかったのは、豪族を高い位におくことを天武が嫌ったからだが、それと同時に、置くべき器が存在しなかったからでもある。豪族に代わって首脳部を占めたのは、皇族層であった。天武朝は、典形的な皇親政治をとった。
　皇族、準皇族の下に、あるいは一部肩を並べて置かれたかっての豪族の中で、次第に勢いを増してきたのが、、大伴御行、阿倍（普勢）御主人、物部麻呂であり、少し遅れて最年少のが登場する。この五人が天武持統朝の立て役者で、いずれも持統朝以後には、左右大臣の位にまで登った人物である。
　都が飛鳥浄御原に移ってから、時折流刑になるのものや冠位を剥奪されるものが出るなど、かならずしも平穏ではなかったが、大した変動もなく日々は過ぎていった。造麻呂の作った箕や籠はいい値で売れたし、彼は山を開いて畑も打った。片時も体を休めることもなく働き、ようやく家らしいものを建てたときは、既に乱から六年経っていた。
　天武七年（六七八）四月七日。事件が起きた。この日、天皇は京の東の上流に、新しく建てられたへ行こうとしていた。斎宮とは、天皇が自ら神事を行うために籠る場所である。午前四時、初夏の一日はさわやかに明け始めた。空が白み、鳥のさえずりが宮殿の内外にあふれ、ここち良い風が渡った。やがて、先払いの声が高く響いて百官を従えた行列は動き出そうとした。その時、宮中がにわかに騒がしくなった。十市が、急死したのである。幸行は中止され、神事も行われなかった。
　造麻呂は、二日後に訃報を知った。彼の受けた衝激は大きかった。しかも、公式には病死と発表されたが、何処からともなく、自ら毒をあおったという噂が流れてきた。歴史という大河に押し流された、一輪の花の無惨な最期だった。十市の死を知った造麻呂は、一日を茫然として暮し、一日を溢れ出てくる涙の中で送った。彼は、獣のように泣いた。
　十市は、十四日赤穂に葬られた。

　造麻呂は一層老けこんだ。翌天武八年（六七九）彼は四十八才だったが、頭は既に真白だったし、顔には長年の辛苦が深い亀裂となって生じていた。初めて彼を見る眼には、古老のような印象さえ与えた。その年月の間に、消えてしまった野心の換わりに、小心者らしいずる賢しこさが育っていた。造麻呂は、少しづつ忠犬から眼を細めた狐に変っていった。
　その歳の秋、彼は山の畑で最後の収穫をしていた。快晴の空の下に、遠く大和三山と豊かな平原が照りはえている。宮殿の瓦は、遠眼にも燦然と光り輝いていた。今度の冬を越す見通しも立って、彼は機嫌が良かった。彼が畑仕事をしていると、顔見知りの百姓が通りかかって声をかけた。その時、造麻呂は初めて新令が出されたのを知った。「凡そ諸氏は氏別に女を貢れ。皆、年十三以上三十以下に限る」という内容を、世間話しのついでに聞かされた。百姓は黄色い歯を見せて、「帝様は、そんなにぎょうさんなオナゴを集めて、どうしらっさるんかいの」と野卑に笑った。造麻呂も笑つたが、彼の頭の中に閃くものがありふと考えこんだ。< そうか、例え氏ではなくても、娘があれば出世できるという訳か…… >相手が警戒を要するものでなかったのと、彼の機嫌が良かったせいだろう、つい彼の本性が頭を出した。彼にとっては、ほんの冗談のつもりだったのだが……。
　「なに、俺の所にも娘が一人いるさ」
　と言うと、百姓は不審気に彼を見つめた。彼は、真顔の百姓を更にからかってやりたくなった。去年の春のことだがと、彼はおおむね次のような作り話しをした。
　いつものように竹薮に分け入った造麻呂は、鴬の巣を見つけた。三つあった卵を壊れないように懐ろへ入れ、家へ持ち帰った。小鳥をかえして貴人の所へ持っていけば、売れるに違いないと思ったからである。ところが、十日目にかえった卵の一つから、なんと小さな女の子が出て来た。彼と妻は腰のぬけるほど驚いたが、これは自分達に子供がないのを哀れんで、神様が下さったものに違いないと合点した。二人はその子を竹の籠に人れ、大事に育てた。それから、一年で娘は大人に成長し、いまでは絹を真黒に染めあげたような髪が腰に届くまでになった。娘の美しいことは、自然に輝いてさえいるようだ。
　百姓は、目を丸くして聞いていた。古い話しに鳥の卵から人が出てきたり、天女が人間と夫婦になったと聞いたことがあるが、まさか現実にあろうとは！百姓は驚きついでに、そんなに美しい娘にナンと名をつけた、と訊いた。余り百姓が真剣に感心するので、こみ上げてくる笑いで胸がはじけそうだったが、名前を訊かれて困った。眼下には、平原が広がっている。そして、その中に形よく隆起した山の、一番手前の名が浮んだ。
　「香久…かぐや姫と呼んでいる」
　彼は大真面目で答え、更に念をおした。
　「絶対他言するなよ。大事な娘のことが、色好みの貴族達の耳に入ったら、それこそ一大事だからな」
　去って行く百姓の姿が、山の奥に消えてしまうと、彼は畑を転げまわって笑った。笑って笑って、呼吸するのも苦しいほど笑った。
　彼は、それきり「かぐや姫」のことなど忘れていた。それから十日ほど経った、宵のことだった。夕食の後、炉の火を明りにいつものように竹籠を編んでいると、とんとんと板戸を叩く音がする。風が出てきたのか、あるいは空耳だったのかと思っていると、
　--- ……の殿のお渡りにございます。
　と、声は小さいが、はっきりと澄んだ声がした。彼は自分の耳を疑った。物音がしたようだがと、妻に聞くと、妻も確かに聞こえたと言う。暫くして、また叩く音がした。何とも不思議なことだと思いながら、彼は立ち上った。外は深い闇だったが、星明りで木立や山の形は良く分るほどだった。その中に、若い男が立っている。男は彼と同じ麻の着物だが、砧で念入りに叩きこんだ服装やものごしがら、役人だと思われた。男は、同じ言葉を繰り返すと、後を指した。十歩ほど後に、もう一つの影がある。はっきりは分らないが、高い鳥帽子に太刀さえはいている。 < 狐狸の類いか？一体この俺に何の用があるのだろうか >
　驚いている彼に、先払いの男が言った。
　--- 殿はかぐや姫と語らいたいと申しておられます。
　「…かぐや姫…？」
　彼は、何のことだか理解できなかった。
　--- そうです。都で評判の高い姫に、どうしても会って話しがしたいと。
　彼の頭は、まだ確かだった。次の二呼吸の間に、全てを理解した。<あのドンビャクショウめ！ひとに話したな！>
　男と造麻呂の、会わせろ会わせないの押し問答が続いた。彼は全身に汗を吹き出していた。二人の声が高くなったとき、後の鳥帽子が男を呼んだ。鳥帽千は何か言いつけているようだったが、やがて男が戻ってきた。
　--- それでは、今日はこれで帰ります。が、近いうちに又参りますので。その時こそは必ず……。

　男は造麻呂の手を取ると、小さい袋をのせた。二人は帰っていった。造麻呂は呆然としてその姿を見送ったが、やがて手の重みに気がついた。小さな革袋を開けて驚いた。袋の中には、小量だが黄金の光りが湛れている。< えらいことになった！ >とんでもない嘘を言ってしまったと、後悔した。そして、あの百姓を罵った。
　しかし、 一日二日と経つうちに、黄金の魅力が他の感情を消滅させていった。< うまくやれば、もっと沢山の黄金が…… >造麻呂は、小心翼々とした翼を広げ始めていた。埴生の小屋を訪れる人は、次第に数を増していった。そして、そのつど造麻呂の懐へ少しづつ金銀が流れこんだ。造麻呂のあしらいも旨くなっていった。時には、今度の機会には、などと相手をそそのかすようなことさえ言った。初めは、そんな彼を青くなって見ていた妻も、いつしか薄笑いを浮べて応対するようになっていった。

　・・・この児のかたちけうらなる事世になく、屋のうちは暗き所もなく光り満ちたり。翁、竹を取る事久しくなりぬ。いきほひ猛の者に成りにけり。世界の男、なるも賤しきも、いかでこのかぐや姫を得てしがな、見てしがなと、をとに聞きめでて、惑ふ。その辺りの垣にも、家のとにも、をる人だにたはやすく見るまじき物を、夜るは安きいも寝ず、闇の夜に出て、穴をくじり、かひばみ、惑ひあへり。

　 天武八年（六七九）は、足しげく通う貴族達の笛の音と歌声の中に暮れた。翌年の春を待ちかねて、造麻呂は早速家を建てた。いつまでも小屋のような家では、事実がいつ発覚するか、不安でならなかったからである。小さいながらも土塀をめぐらし、庭も作った。彼が最も工夫したのは、周囲を厚く土壁で塗りこめた塗籠（ぬりごめ）の部屋を作ることだった。そこを鍵で閉ざしておけば、万が一家の中まで踏みこまれても安心だった。そして、その中には薬壷一つが安置された。



弐 之 巻

　天武年間は、天変地異が激しいかった。初期には年に一度から二度の地震が襲ったが、七年の筑紫地震以後次第に規模も回数も激しくなり、天武十三年（六八四）に頂点に達した。


　…十月十四日、（午後八時）にいたりて、大きにる。国こぞりて男女叫びよばひて、ひぬ。則ち山崩れ河涌く。諸国の郡の官舎、及び百姓の倉屋、寺塔神社、れしたぐひ、あげて数ふべからず。是に由りて人民及び、にはる。時にの、没れて出でず。土佐国の五没れて海と為る。古老の曰く、「の如く地震ること、末だより有らず」といふ。是の夕に、鳴る有りて鼓の如くありて、東方に聞ゆ。人有りて曰はく、「伊豆嶋の西北、自然にせること、 。一の嶋と為れり。則ち鼓の音の如くあるは、神の是の嶋を造る響なり」といふ。


　土佐の田畑を海に陥没させ、伊豆大島に新島を生み出した地震は、国中に甚大な被害をもたらした。地震ばかりではなく、天文にも異常が多い。大きな彗星が、五、十、十一、十三年に現われ、九、十年には日月食があった。更に十三年には流星群が夜空を光りの雨となって堕ちた。その他に、真綿のようなものや灰、桃の実ほどの氷がふっている。中でも深刻なのは、日照りの年が多かったことだ。飢えに苦しむ百姓は、禁止されているにも関わらず子供を売った。
　そうした状況の中で、造麻呂だけが生き生きと動きまわっていた。相変らず彼の家へは多くの貴公子が訪れていたが、九年に入って大物が彼の打った網にかかった。
　梅の香りと鴬の鳴き声の中に暮れようとしていた、のどかな正月の夜、いつものように案内を請う声があった。彼は狐のように目を細めると、応対に出た。彼の眼は、半年の修練ですっかり肥えていた。夜目にも、一目で身分の上下から、金を出しそうか否か、おおよその見当はついた。< こりあ、上物がかかったぞ >表へ出た造麻呂は目を見はった。闇に浮んだ姿は、堂々たる風格がある。今までに訪れた貴公子たちも、その風姿に比べたら鷹の前の群雀くらいにしか思われない。更に、名前を聞いて息を飲んだ。
　 --- 大伴の殿のお渡りにございます。
　< 大伴…！>その名は、全く唐突に古い記憶に結びついた。< これが、あの吹負か………いや、は常陸の国司になったはずだ。すると、大伴だな > 天武は、即位後ことに軍事力の強化に力を注いでいた。古来大伴氏は武門の家系であり、御行も自ら乱を戦い、いま兵政官大輔（軍次官）であった。造麻呂の感情が、過去というプリズムの中を複雑に屈折した。様ざまな感情が一度に沸き上り、暫くは声も出なかった。そこに居るのは、かつて彼の夢と希望を打ち砕いた張本人である。< 慎重にやらなければ…… >ようやく自分にそれだけ言いきかせると、いつもの嫌味な笑いが顔を覆った。
　彼の手に、普段よりずっと多い金が残った。そして、その日から丹比嶋、藤原不比等、阿部御主人、物部麻呂が次々とやって来た。彼は、その五人以外の貴公子を冷くあしらい、一切寄せつけなくした。五人の登場は、造麻呂にそれぞれ異った衝激を与えた。は宣化天皇の子孫で、天智時代から準皇族の待遇を受けていた。皇親体制の固った現在、皇族層の中で最も有力な地位を占めている。幼名は乳母方の姓を取るのが一般で、丹比は「石作りの皇子」と呼ばれていた。造麻呂も近江に居たころから名前はよく聞いていたが、本人に会うのは初めてだった。
　丹比は、供の者を押しのけ勘高い声で、
　「かぐや姫に会いに参った」
　と言うと、つかつかと家の中へ入ろうとした。造麻呂は慌てて押し止めた。髪にも半分白いものが交っている丹比の細い体は、力を入れたら折れてしまいそうなほど、頼りない。
　「そう、邪険にしないで……頼むよ」
　弱よわしい眼で哀願するこの老人が、本当に石作りの皇子なのだろうかと、造麻呂は思った。
　五人の中で最年少の二十二才という若者は、不比等である。幼名をやはり乳母方の姓でと言った。大職冠藤原鎌足の子だが、実の父は天智である。天智が妃の一人を鎌足に与えたとき、既に彼女は天智の子を宿していた。造麻呂には、その顔に見覚えがある。彼の記憶の中にある若き天智の顔と、眼前の顔は重った。しかし、若木のような青年は、天智よりももっと鋭い眼をしている。後に大宝律令の制定に関与し、更に下って養老律令を完成させた一級の法律家である。不比等の態度はかなり傲慢であった。造麻呂は極力愛想をふりまき、巧みに相手の歓心をあおって追い帰したが、姿が見えなくなったとき、彼は吐き捨てるように言った。
　「 生意気な若造め、いまに見てろ！」
　は、壬申の乱で功をたてた一人で、大伴の御行と共に造麻呂の神経を逆撫でする存在だったが、本人は意外に優しい眼をしていた。
　造麻呂の首をひねらせたのが、卵のような顔に小さな髭のである。物部は、大友が首をくくった時まで側に居た数少い舎人の一人だった。それがいつの間に、敵側の新朝廷で重用されるようになったのか。造麻呂は、おおよそ次のように推測した。飛鳥の北にという神宮がある。この神社は、代々皇室から刀剣を神宝として奉納し、朝廷の兵器貯蔵庫の役を果していた。天武初期には既に膨大な数の兵器が所蔵されていた。天武二年の八月に、所蔵されている武器を元の氏に還して、朝廷専用の兵器庫にするという勅さえ出ている。そして、石上神社に奉仕したのが、古来より物部氏であった。そうした関係で、物部麻呂は新朝廷に登用されたのではないだろうか。殊に、天武は兵力増強に非常な力を注いでいる点からも、石上神社を祠る心は篤いに違いない。造麻呂の推理を裏づけるかのように、後に物部はを賜っている。< それに… >造麻呂は思う。< どうせ物部麻呂という奴も、大伴御行のようにせっせと胡麻をすっているに決っている。胸の悪くなる奴等だ >
　この時御行の歌は、巷間に知れ亘っていた。

　大君は神にしせば赤駒のふ田井をとなしつ

　天皇は絶対的権力者ではあっても、首長であることに違いはなかった。それを、歴史上最初に一躍神に祭りあげたのは、他ならぬ御行である。天武の前でしやあしやあと歌う御行の顔が浮び、造麻呂は唾を吐いた。五人の貴公子は、否応なく彼に記憶を甦らせた。楽しかった近江での日々が想い出される。その中に、花の幻のように十市の姿が浮んだとき、彼の体の奥に復讐の火が燃え上った。< 皇女を死の淵へ追いやったのは、あいつ等なのだ！ >彼は小賢しい老狐から、獲物を引き裂く狼へ変貌し始めていた。造麻呂は畑も打たなかった。竹もとらなくなった。幻の美女を守って、家に籠っていた。正月の間、彼はただ一つのことを考え続けた。どうやって奴等に復讐するか。どうしたら、世間へ顔向け出来ないほどの恥をかかせられるか…。
　二月に入って、彼は旨い方法を思いついた。近江に居た頃に、帰化人から聞いた話しを思い出したのである。畿内、近江には古代からの帰化人がいた。朝廷の内外は、大陸や半島からの帰化人で溢れていた。殊に、天智二年（六六三）百済と日本の連合軍が、白村江で唐軍に大敗し、祖国を失った百済の貴族達が日本へ流れこんだ。亡命者の数は二千人を越えた。祖国で高い位にあったものは厚い待遇を受け、皇族や大臣たちの詩作の相手をしたり、法律の知識を与えた。大友皇子の側近くにも、を初め知識豊かな帰化人が居た。その一人がある夜長のつれづれに、大陸のお伽話しを聞かせてくれた。「」という話しは、彼が子供の頃に聞いた天人女房の話しと似ていた。
　むかしむかし、ある村のずっと奥に貧しい母と子がいた。少年は竹を取って生活していたが、ある日、竹の中に可愛い小さなの子が座っているのを見つけた。少女を家へ連れて帰ると、少女は見るみるうちに成長し、やがて二人は夫婦となって一家三人楽しく暮していた。ところが、少女の噂を聞いて五人の男があらわれ、を嫁にとせまる。頭のいい姑娘は、五人に次つぎと難題を出した。「打っても割れぬ金の鐘」「打っても砕けぬ玉の樹」「火にも燃えぬ火鼠の皮衣」「燕の巣にある金の卵」「海竜のあごの下の分水珠」それを持ってきたら承諾しよう。
　造麻呂は、これだと思った。そして更にもっともらしく、難題を練り上げた。数日後、彼はにやりとほくそえんだ。円錐の蟻地獄へ落ちて行く五つの蟻の必死にもがく様が、眼に見えるようだった。

　毎月一日は、前月分の諸国の報告や役所の行務状況を天皇に進奏する、が行なわれる。およそ冠位を持つものは全て参集し、（五位）以上が意見を述べることができる。この二月一日も、やはり全員が朝堂に列して、長々と進言される言葉を欠伸をかみ殺して聞いた。決まり文句の上奏文よりも、丹比を初めとする五人が上座に並んでいるのが、集った貴族の好奇心を引いていた。既に五人が五人ともかぐや姫の所へ通っていることは、評判になっていた。それは、儲けごとの好きな貴族達の恰好の的だった。
　--- 賭けをしようではありませんか。
　--- これは、双六より面白そうですな。
　--- やはり、格から言って丹比殿ですか。
　--- いやいや。女の好む容姿ではありません。それに五十歳というお歳では。その点、不比等殿は若いし、なんといっても将来があるから、私は藤原殿に賭けますよ。
　--- しかし、庫持の皇子はまだ二十二才、やはり若すぎませんか。ここは、武勇優れた大伴殿か、阿部の殿が無難でしょう。大伴殿は三十五才、阿部殿が四十六才で年齢的にも相応だと思いますよ。
　--- 阿部の殿は、勇者には違いないが、それ以外はどうも…、それに年でいくなら四十一才の物部殿が一番でしょうが。
　--- う…ん、今度ばかりは無理でしょうな。なんせ競争相手が揃いすぎましたから。それに、あののっぺりとした顔では、嫌われますよ。
　--- それにしても、かぐや姫というのは、よほどの美しい姫だとみえますな。これだけの人達を毎晩通わせて、いまだに承諾しないとは。男と生れた以上、一目だけでも会ってみたいものですな。
　--- いや、まったく。
　散会の後、笏をたてにして廊下の途中や中庭でひそひそと笑いあう声が聞こえる。当然本人たちの耳にもそれとなく入っていた。物部麻呂は、何と言われようが、卵のような顔に変化はなかったが、やはり内心穏やかではなかった。大伴御行と藤原不比等は、立ち上った際偶然に眼が会ったが、どちらも黙って会釈して分れた。丹比は、人眼につかぬようこそこそと姿を消した。周囲の状況が、もう誰も後へ退くことを許さなくしていた。
　二月五日の宵、造麻呂の家の周辺は賑やかになった。彼はこの日を指定し、五人を同時に呼んだのである。松明が二十本以上も揺れる中で、それぞれに飾った牛車五台が落ち着き無く徘徊している。全員が顔を揃えていることにお互に驚いて、造麻呂の真意を量りかねていた。
　頃合いを見計らって造麻呂は門を開いた。
　「 これはこれは、このように汚い所へお通い下され、この上なくおそれ多いことでございます。毎日お通い下さる御心の尊さを姫によくよく言いきかせましたところ、ようやく首を縦にふりました」
　おお、とため息とも叫びともつかない声が一斉にあがった。
　「とは申せ、五人の方々全てにお仕えする訳にもまいりません。どなたも申し分なく立派な方々でごさいますので、こちらで決めることもいたしかねます。つきましては、姫は、望みを叶えて下さった方の許に参りたい、と申しています。
　五人は、各々に肯いた。

 「まず、石作りの皇子には「仏の御石の鉢」というものを持ってきていただきたい」
　甲高い奇妙な声が、丹比の口からもれた。
　造麻呂の難題は続く。
　庫持の皇子には、東海の蓬莱山にあるという、銀の根に金の茎それに真珠が実る樹の一枝。大伴御行には、龍の頸にある五色の玉。物部麻呂には、燕の子安貝。阿部御主人には、火鼠の皮衣。
　驚きは言葉にならない。誰の顔も青白くみえたのは、月陰のせいばかりではなかった。魂を抜かれた表情で五人が帰ると、造麻呂は笑い転げた。


　・・・翁、「かたき事どもにこそあなれ。この国にある物にあらず。かくかたき事をば、いかに申さむ」と言ふ。かぐや姫「何か、かたからん」と言へば……倦んじて 皆帰りぬ。 
　　　　　　　　　　　　　　　「白き狼（下）」に続く
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本を読むと、ちょっと一言いいたくなりませんか？ (:>)

(:0)　言いましょう！
　　ご感想メールをお送りください。

今後の参考やエネルギーにさせていただきます。（編集部）




「はっくつ文庫」トップへ


ここは文末です。



............................ＤＢＬ（埋蔵文学発掘）会

